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１．地域の循環型社会形成を推進するための基本的な事項

(1) 対象地域 

   構成市名 豊橋市、田原市 

   面  積 452.98 km2

   人  口 443,922 人（平成 26年 4月 1日現在） 

表 1 構成市の面積と人口 

項目＼市名 豊橋市 田原市 合計 

面積（k㎡） 261.86 191.12 452.98

人口（人） 378,905 65,017 443,922

［出典］豊橋市及び田原市ホームページ 

(2) 計画期間

    本計画は、平成 27 年 4 月 1 日から令和 4 年 3 月 31 日までの 7 年間を計画期間と

する。なお、目標の達成状況や社会情勢の変化等を踏まえ、必要な場合には計画を見

直すものとする。 

(3) 基本的な方向 

● 地域の概要 

    豊橋田原地域は、愛知県の南東部に位置し、豊川流域及び渥美半島で構成される地

域である。豊かな水と温暖な気候に恵まれて農業が盛んに行われており、露地野菜、

果樹、園芸作物、稲作など多種多様な作物が栽培されている。

また、日本一の飼養羽数を誇る養鶉を始め、養豚、養鶏などの畜産も盛んで、全国

トップクラスの農業産出額を誇る産地となっている。

    豊橋市は「筆」「刺子
さ し こ

」「帆
ほ

前掛
まえかけ

」などの伝統工芸や、「焼ちくわ」「ゼリー」など食

品関係の地場産業も盛んである。田原市は三河港臨海工業地帯田原地区に工業系事

業所が集積されており、輸送用機械器具製造業が盛んである。

● 豊橋市のごみ及び生活排水処理について 

豊橋市は、「530（ゴミゼロ）運動」発祥の地として、環境に配慮したまちづくりを

推進してきた。さらにごみを溶融処理し、溶融スラグを有効利用することで最終処分

場の負荷軽減を図ってきた。 

生活系ごみのうち、可燃ごみは「豊橋市資源化センター」（焼却及びガス化溶融施

設）において処理を行っている。

また、生ごみ・し尿及び浄化槽汚泥は「豊橋市バイオマス利活用センター（メタン

発酵処理・ガス発電施設）」において平成 29年 10 月からバイオマスとして有効利用

する。バイオマスを除く可燃ごみは、豊橋田原ごみ処理施設を令和 9年度稼働目標と

して整備し、処理を進めていく。
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事業系ごみについては近年横ばい傾向にあるが、事業者に対する更なる指導徹底

等により、引き続き発生抑制や再生利用を進めていく。

また、生活系ごみと同様に事業所等から出る生ごみについても、豊橋市バイオマス

利活用センターにおいて平成 29 年 10 月からバイオマスとして有効利用を図る。

生活排水については、公共用水域への生活雑排水の流入を低減するため、下水道、

農業集落排水及び合併処理浄化槽の整備を進めていく。

● 田原市のごみ及び生活排水処理について 

田原市は、PFI 事業でごみの炭化処理を行っており、炭化物を有効利用して最終処

分場の負荷軽減を図ってきた。 

生活系ごみのうち、可燃ごみは「田原リサイクルセンター（炭生館）」（炭化施設）

において処理を行っている。さらに今後は、生ごみをバイオマスとして利活用できる

か検討していく。バイオマスを除く可燃ごみは、豊橋市に整備予定である豊橋田原ご

み処理施設にて処理を進めていく。

事業系ごみについては近年減少傾向にあるが、事業者に対する更なる指導徹底等

により、引き続き発生抑制や再生利用を進めていく。

生活排水については、公共用水域への生活雑排水の流入を低減するため、下水道、

農業集落排水及び合併処理浄化槽の整備を進めていく。

(4) ごみ処理の広域化・施設の集約化の検討状況 

    愛知県では、平成 21年 3月に「第 2次愛知県ごみ焼却処理広域化計画（平成 20年

度～平成 29 年度）」を策定しており、この中で豊橋市及び田原市は「豊橋田原ブロッ

ク」に位置付けられ、豊橋市資源化センターと田原リサイクルセンターを統合するこ

とにより最終的に１施設への集約化を目指すことが示されている。

    豊橋市及び田原市においては、平成 12年 2 月からごみ処理広域化の検討を開始し

ており、平成 25 年度には豊橋田原ごみ処理広域化ブロック会議として「豊橋田原ご

み処理広域化計画」を策定し、これに基づいて施設整備（集約化）を進めていく。

    「豊橋田原ごみ処理広域化計画」では、豊橋田原ごみ処理施設を令和 4年度稼働目

標として計画しているが、事業進捗状況を踏まえ、焼却処理施設の稼働目標年度を令

和 9年度、粗大ごみ処理施設の稼動目標年度を令和 13年度に改めて事業推進を図っ

ていく。 

    なお、平成 31 年 3 月 29 日付け通知「持続可能な適正処理の確保に向けたごみ処

理の広域化及びごみ処理施設の集約化について（通知）」による広域化・集約化計画

に基づく検討は今後行っていく。 
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２．循環型社会形成推進のための現状と目標 

(1) 一般廃棄物等の処理の現状 

    豊橋田原ブロック及び構成市の平成 25 年度の一般廃棄物の排出及び処理状況は、

図 1～図 3のとおりである。 

豊橋田原ブロックのごみの総排出量は、集団回収量も含め、171,100 トンであり、

再生利用される「総資源化量」は 35,621 トン、リサイクル率（＝（直接資源化量＋

中間処理後の再生利用量＋集団回収量）／（ごみの総処理量＋集団回収量）は 20.8％

である。  

平成 25 年度における中間処理による減量化量は 122,488 トンであり、集団回収量

を除いた排出量のおおむね 8割が減量化されている。 

また、集団回収量を除いた排出量の約 8％に当たる 12,991 トンが埋め立てられて

いる。 

なお、中間処理量のうち、焼却量は 148,479 トンである。 

※四捨五入の関係上、各処理量・処分量の排出量に対する割合は整合が取れない場合がある。 

図 1 豊橋田原ブロックの現状の一般廃棄物の処理状況フロー（平成 25年度） 

● 豊橋市の余熱利用状況 

豊橋市資源化センターでは、廃熱をエネルギー回収し発電を行っている。発電され

た電気は施設内で使用し、余剰分は電力会社へ売電している。

また、発電以外にも、蒸気を近隣の温室や温水プールなどに送り、有効利用してい

る。

● 田原市の余熱利用状況 

田原リサイクルセンター（炭生館）では、廃熱をエネルギー回収し、施設内で白煙

防止熱源、炭化空気加温用熱源、場内暖房・給湯、炭化物乾燥用熱源として有効利用

している。

集団回収量 総資源化量

直接資源化量 処理後再生利用量

9,009ｔ 17,866ｔ

(5.5%) 処理残さ量 (11.0%)

27,576ｔ

排出量 計画処理量 中間処理量 (17.0%) 処理後最終処分量

162,354ｔ 150,064ｔ 9,710ｔ

(100.0%) (92.4%) 減量化量 (6.0%)

122,488ｔ

自家処理量 直接最終処分量 (75.4%) 最終処分量

3,281ｔ 12,991ｔ

(2.0%) (8.0%)

35,621ｔ8,746ｔ

0ｔ

162,354ｔ
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※四捨五入の関係上、各処理量・処分量の排出量に対する割合は整合が取れない場合がある。 

図 2 豊橋市の現状の一般廃棄物の処理状況フロー（平成 25 年度）

※四捨五入の関係上、各処理量・処分量の排出量に対する割合は整合が取れない場合がある。 

図 3 田原市の現状の一般廃棄物の処理状況フロー（平成 25 年度） 

集団回収量 総資源化量

直接資源化量 処理後再生利用量

2,485ｔ 16,991ｔ

(1.8%) 処理残さ量 (12.4%)

25,602ｔ

排出量 計画処理量 中間処理量 (18.6%) 処理後最終処分量

137,424ｔ 132,152ｔ 8,611ｔ

(100.0%) (96.2%) 減量化量 (6.3%)

106,550ｔ

自家処理量 直接最終処分量 (77.5%) 最終処分量

2,787ｔ 11,398ｔ

(2.0%) (8.3%)

28,222ｔ8,746ｔ

137,424ｔ

0ｔ

集団回収量 総資源化量

直接資源化量 処理後再生利用量

6,524ｔ 875ｔ

(26.2%) 処理残さ量 (3.5%)

1,974ｔ

排出量 計画処理量 中間処理量 (7.9%) 処理後最終処分量

24,930ｔ 17,912ｔ 1,099ｔ

(100.0%) (71.8%) 減量化量 (4.4%)

15,938ｔ

自家処理量 直接最終処分量 (63.9%) 最終処分量

494ｔ 1,593ｔ

(2.0%) (6.4%)

0ｔ

24,930ｔ

7,399ｔ

0ｔ
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 (2) 生活排水の処理の現状 

    豊橋田原ブロック及び構成市の平成 25年度の生活排水の処理状況及びし尿・汚泥

等の排出量は、図 4～図 6のとおりである。 

平成25年度における豊橋田原ブロックの生活排水処理対象人口は、全体で443,547

人であり、汚水衛生処理人口（平成 25年度現在、現に汚水処理施設に接続されてい

る人口、以下同様。）は 392,202 人、汚水衛生処理率 88.4％である。し尿発生量は

3,328kℓ／年、浄化槽汚泥発生量は 56,240kℓ/年であり、処理・処分量（＝収集・運搬

量）は 59,568kℓ/年である。

※四捨五入の関係上、総人口に対する割合は整合が取れない場合がある。 

図 4 豊橋田原ブロックの現状の生活排水の処理状況フロー（平成 25 年度）

※四捨五入の関係上、総人口に対する割合は整合が取れない場合がある。 

図 5 豊橋市の現状の生活排水の処理状況フロー（平成 25年度）

290,830人 (65.6%)

392,202人 (88.4%) 57,799人 (13.0%)

浄化槽汚泥発生量

443,547人 (100.0%) 43,573人 (9.8%) 56,240 kl/年

51,345人 (11.6%) 46,027人 (10.4%)

し尿発生量

5,318人 (1.2%) 3,328 kl/年

総人口

非水洗化人口

公共下水道

汚水衛生処理人口 集落排水施設等

未処理人口 単独処理浄化槽

合併処理浄化槽等

259,830人 (68.6%)

331,518人 (87.6%) 30,637人 (8.1%)

浄化槽汚泥発生量

378,530人 (100.0%) 41,051人 (10.8%) 48,308 kl/年

47,012人 (12.4%) 42,096人 (11.1%)

し尿発生量

4,916人 (1.3%) 2,428 kl/年

総人口 合併処理浄化槽等

集落排水施設等

公共下水道

汚水衛生処理人口

非水洗化人口

未処理人口 単独処理浄化槽
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※四捨五入の関係上、総人口に対する割合は整合が取れない場合がある。 

図 6 田原市の現状の生活排水の処理状況フロー（平成 25年度）

 (3) 一般廃棄物等の処理の目標 

    本計画の計画期間中においては、廃棄物の減量化を含め循環型社会の実現を目指

し、表 2～表 4及び図 7～図 9のとおり目標量を定め、それぞれの施策に取り組んで

いくものとする。 

表 2 豊橋田原ブロックの減量化、再生利用に関する現状と目標

※1 排出量は現状に対する増減割合、直接資源化量・埋立最終処分量は排出量に対する割合、総資源化量は排出量＋集団 
回収量に対する割合 

※2 （1 事業所当たりの排出量）＝｛（事業系ごみの総排出量）－（事業系ごみの資源ごみ量）｝／（事業所数）  
※3 （1 人当たりの排出量）＝｛（生活系ごみの総排出量）－（生活系ごみの資源ごみ量）｝／（人口）  

《用語の定義》 
排 出 量：事業系ごみ、生活系ごみを問わず、出されたごみの量（集団回収されたごみを除く。）〔単位：トン〕  
再 生 利 用 量：集団回収量、直接資源化量、中間処理後の再生利用量の和〔単位：トン〕 
エネルギー回収量：エネルギー回収施設において発電された年間の発電電力量〔単位：ＭＷｈ〕及び熱利用量〔単位：GJ〕 
最 終 処 分 量：埋立処分された量〔単位：トン〕 

31,000人 (47.7%)

60,684人 (93.3%) 27,162人 (41.8%)

浄化槽汚泥発生量

65,017人 (100.0%) 2,522人 (3.9%) 7,932 kl/年

4,333人 (6.7%) 3,931人 (6.0%)

し尿発生量

402人 (0.6%) 900 kl/年

未処理人口 単独処理浄化槽

非水洗化人口

総人口 合併処理浄化槽等

汚水衛生処理人口 集落排水施設等

公共下水道

47,012 ﾄﾝ 45,273 ﾄﾝ (-3.7%)

2.58 ﾄﾝ/事業所 2.49 ﾄﾝ/事業所 (-3.7%)

115,342 ﾄﾝ 102,854 ﾄﾝ (-10.8%)

220.5 kg/人 175.1 kg/人 (-20.6%)

162,354 ﾄﾝ 148,127 ﾄﾝ (-8.8%)

9,009 ﾄﾝ (5.5%) 19,008 ﾄﾝ (12.8%)

35,621 ﾄﾝ (20.8%) 46,049 ﾄﾝ (29.5%)

32,597 MWh 22,814 MWh

117,349 GJ 82,130 GJ

12,991 ﾄﾝ (8.0%) 10,745 ﾄﾝ (7.3%)

指標
現状（割合※1） 目標（割合※1）

（平成25年度） （令和4年度）

排 出 量 事 業系 　総排出量

　1事業所当たりの排出量※2

生 活系 　総排出量

　1人当たりの排出量※3

合 計 　事業系生活系排出量合計

再 生 利 用 量 直接資源化量

総資源化量

エネルギー回収量
エネルギー回収量（年間の発電電力量及び
熱利用量）

最 終 処 分 量 埋立最終処分量
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※四捨五入の関係上、各処理量・処分量の排出量に対する割合は整合が取れない場合がある。 

図 7 豊橋田原ブロックの目標達成時の一般廃棄物の処理状況フロー（令和 4年度）

表 3 豊橋市の減量化、再生利用に関する現状と目標

集団回収量 総資源化量

直接資源化量 処理後再生利用量

19,008ｔ 18,841ｔ

(12.8%) 処理残さ量 (12.7%)

26,981ｔ

排出量 計画処理量 中間処理量 (18.2%) 処理後最終処分量

148,127ｔ 126,515ｔ 8,141ｔ

(100.0%) (85.4%) 減量化量 (5.5%)

99,534ｔ

自家処理量 直接最終処分量 (67.2%) 最終処分量

2,604ｔ 10,745ｔ

(1.8%) (7.3%)

46,049ｔ8,200ｔ

0ｔ

148,127ｔ

40,200 ﾄﾝ 38,608 ﾄﾝ (-4.0%)

2.68 ﾄﾝ/事業所 2.58 ﾄﾝ/事業所 (-3.8%)

97,224 ﾄﾝ 87,455 ﾄﾝ (-10.0%)

223.2 kg/人 180.2 kg/人 (-19.3%)

137,424 ﾄﾝ 126,063 ﾄﾝ (-8.3%)

2,485 ﾄﾝ (1.8%) 10,830 ﾄﾝ (8.6%)

28,222 ﾄﾝ (19.3%) 37,265 ﾄﾝ (27.8%)

32,597 MWh 22,814 MWh

117,349 GJ 82,130 GJ

11,398 ﾄﾝ (8.3%) 9,477 ﾄﾝ (7.5%)

指標
現状（割合※1） 目標（割合※1）

（平成25年度） （令和4年度）

排 出 量 事 業系 　総排出量

　1事業所当たりの排出量

生 活系 　総排出量

　1人当たりの排出量

合 計 　事業系生活系排出量合計

再 生 利 用 量 直接資源化量

総資源化量

エネルギー回収量
エネルギー回収量（年間の発電電力量及び
熱利用量）

最 終 処 分 量 埋立最終処分量
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※四捨五入の関係上、各処理量・処分量の排出量に対する割合は整合が取れない場合がある。 

図 8 豊橋市の目標達成時の一般廃棄物の処理状況フロー（令和 4年度） 

表 4 田原市の減量化、再生利用に関する現状と目標 

集団回収量 総資源化量

直接資源化量 処理後再生利用量

10,830ｔ 18,235ｔ

(8.6%) 処理残さ量 (14.5%)

25,493ｔ

排出量 計画処理量 中間処理量 (20.2%) 処理後最終処分量

126,063ｔ 113,014ｔ 7,258ｔ

(100.0%) (89.6%) 減量化量 (5.8%)

87,521ｔ

自家処理量 直接最終処分量 (69.4%) 最終処分量

2,219ｔ 9,477ｔ

(1.8%) (7.5%)

8,200ｔ 37,265ｔ

0ｔ

126,063ｔ

6,812 ﾄﾝ 6,665 ﾄﾝ (-2.2%)

2.01 ﾄﾝ/事業所 1.92 ﾄﾝ/事業所 (-4.3%)

18,118 ﾄﾝ 15,399 ﾄﾝ (-15.0%)

204.7 kg/人 145.4 kg/人 (-29.0%)

24,930 ﾄﾝ 22,064 ﾄﾝ (-11.5%)

6,524 ﾄﾝ (26.2%) 8,178 ﾄﾝ (37.1%)

7,399 ﾄﾝ (29.7%) 8,784 ﾄﾝ (39.8%)

0 MWh 0 MWh

0 GJ 0 GJ

1,593 ﾄﾝ (6.4%) 1,268 ﾄﾝ (5.7%)

指標
現状（割合※1） 目標（割合※1）

（平成25年度） （令和4年度）

排 出 量 事 業系 　総排出量

　1事業所当たりの排出量

生 活系 　総排出量

　1人当たりの排出量

合 計 　事業系生活系排出量合計

再 生 利 用 量 直接資源化量

総資源化量

エネルギー回収量
エネルギー回収量（年間の発電電力量及び
熱利用量）

最 終 処 分 量 埋立最終処分量
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※四捨五入の関係上、各処理量・処分量の排出量に対する割合は整合が取れない場合がある。 

図 9 田原市の目標達成時の一般廃棄物の処理状況フロー（令和 4年度） 

 (4) 生活排水の処理の目標 

本計画の計画期間中において、生活排水処理については、表 5～表 7 及び図 10～

図 12のとおり目標を定め、合併処理浄化槽の整備等を進めていくものとする。 

表 5 豊橋田原ブロックの生活排水処理に関する現状と目標 

集団回収量 総資源化量

直接資源化量 処理後再生利用量

8,178ｔ 606ｔ

(37.1%) 処理残さ量 (2.7%)

1,488ｔ

排出量 計画処理量 中間処理量 (6.7%) 処理後最終処分量

22,064ｔ 13,501ｔ 883ｔ

(100.0%) (61.2%) 減量化量 (4.0%)

12,013ｔ

自家処理量 直接最終処分量 (54.4%) 最終処分量

385ｔ 1,268ｔ

(1.7%) (5.7%)

0ｔ 8,784ｔ

0ｔ

22,064ｔ

290,830 人 (65.6%) 292,866 人 (67.8%)

57,799 人 (13.0%) 54,506 人 (12.6%)

43,573 人 (9.8%) 45,404 人 (10.5%)

51,345 人 (11.6%) 39,074 人 (9.0%)

443,547 人 431,850 人

3,328 kℓ 1,842 kℓ

56,240 kℓ 54,802 kℓ

59,568 kℓ 56,644 kℓ

し尿・汚泥
の量

汲み取りし尿量

浄化槽汚泥量

合計

処理形態
別人口

公共下水道　

農業集落排水施設等

合併処理浄化槽等

未処理人口

合計

令和4年度目標平成25年度実績
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※四捨五入の関係上、総人口に対する割合は整合が取れない場合がある。 

※目標は、令和 4年度当初の数値とする。 

図 10 豊橋田原ブロックの目標達成時の生活排水の処理状況フロー（令和 4年度） 

表 6 豊橋市の生活排水処理に関する現状と目標 

※四捨五入の関係上、総人口に対する割合は整合が取れない場合がある。 

※目標は、令和 4年度当初の数値とする。 

図 11 豊橋市の目標達成時の生活排水の処理状況フロー（令和 4年度） 

292,866人 (67.8%)

392,776人 (91.0%) 54,506人 (12.6%)

浄化槽汚泥発生量
431,850人 (100.0%) 45,404人 (10.5%) 54,802 kl/年

39,074人 (9.0%) 36,193人 (8.4%)

し尿発生量
2,881人 (0.7%) 1,842 kl/年

公共下水道

汚水衛生処理人口 集落排水施設等

総人口 合併処理浄化槽等

未処理人口 単独処理浄化槽

非水洗化人口

259,830 人 (68.6%) 259,266 人 (69.9%)

30,637 人 (8.1%) 30,086 人 (8.1%)

41,051 人 (10.8%) 43,804 人 (11.8%)

47,012 人 (12.4%) 37,644 人 (10.2%)

378,530 人 370,800 人

2,428 kℓ 1,291 kℓ

48,308 kℓ 48,532 kℓ

50,736 kℓ 49,823 kℓ

平成25年度実績

処理形態
別人口

公共下水道　

農業集落排水施設等

合併処理浄化槽等

未処理人口

合計

し尿・汚泥
の量

汲み取りし尿量

浄化槽汚泥量

合計

令和4年度目標

259,266人 (69.9%)

333,156人 (89.8%) 30,086人 (8.1%)

浄化槽汚泥発生量
370,800人 (100.0%) 43,804人 (11.8%) 48,532 kl/年

37,644人 (10.2%) 34,993人 (9.4%)

し尿発生量
2,651人 (0.7%) 1,291 kl/年

未処理人口 単独処理浄化槽

非水洗化人口

公共下水道

総人口

汚水衛生処理人口 集落排水施設等

合併処理浄化槽等
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表 7 田原市の生活排水処理に関する現状と目標 

※四捨五入の関係上、総人口に対する割合は整合が取れない場合がある。 

※目標は、令和 4年度当初の数値とする。 

図 12 田原市の目標達成時の生活排水の処理状況フロー（令和 4年度） 

31,000 人 (47.7%) 33,600 人 (55.0%)

27,162 人 (41.8%) 24,420 人 (40.0%)

2,522 人 (3.9%) 1,600 人 (2.6%)

4,333 人 (6.7%) 1,430 人 (2.3%)

65,017 人 61,050 人

900 kℓ 551 kℓ

7,932 kℓ 6,270 kℓ

8,832 kℓ 6,821 kℓ

し尿・汚泥
の量

汲み取りし尿量

浄化槽汚泥量

合計

令和4年度目標

処理形態
別人口

公共下水道　

農業集落排水施設等

合併処理浄化槽等

未処理人口

合計

平成25年度実績

33,600人 (55.0%)

59,620人 (97.7%) 24,420人 (40.0%)

浄化槽汚泥発生量
61,050人 (100.0%) 1,600人 (2.6%) 6,270 kl/年

1,430人 (2.3%) 1,200人 (2.0%)

し尿発生量
230人 (0.4%) 551 kl/年

総人口 合併処理浄化槽等

未処理人口 単独処理浄化槽

非水洗化人口

公共下水道

汚水衛生処理人口 集落排水施設等
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３．施策の内容

(1)  発生抑制、再使用の推進 

ア 有料化

① 粗大ごみ

● 豊橋市 

    「大きなごみ」（粗大ごみ）についてステーション収集は行っておらず、直接持込

または申込み制の戸別有料収集を行い、排出抑制を推進している。

今後もこの体制を継続していく。

● 田原市 

「粗大ごみ」の有料化及び収集は行っておらず、直接持込みにより受け入れている。

今後、他自治体事例等を参考に負担の公平性や有料化方式などの検証を行い、ごみの

有料化を検討していく。

② 生活系ごみ（①を除く）

● 豊橋市 

    ①に示す粗大ごみを除き、生活系ごみの有料化は行っていないが、平成 28年 4月

より、ごみ分別マナーの徹底等を目的に、もやすごみ及びこわすごみを対象に指定ご

み袋制度を導入した。

今後、様々なごみ減量施策を講じる中で有料化についても検討していく。

● 田原市 

    生活系ごみの有料化は行っていないが、他自治体事例等を参考に費用負担の公平

性や有料化方式などの検証を行なった結果、平成 30 年 2 月より生活系ごみの有料化

を導入する。 

また、手数料については今後のごみ減量化・資源化の目標達成状況により、随時見

直しを検討していく。 

   ③ 事業系ごみ

● 豊橋市 

    事業系ごみに対して、市処理施設搬入時に処理手数料の徴収を行い、経済的インセ

ンティブを活用した排出抑制を推進している。

今後、引き続きごみ処理原価に基づく適正な手数料額の設定に努め、必要に応じて

見直しを検討していく。

● 田原市 

    事業系ごみに対して処理手数料の徴収を行い、経済的インセンティブを活用した

排出抑制を推進している。

今後も必要に応じて見直しを検討していく。
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イ 環境教育、普及啓発、助成

● 豊橋市 

表 8に示す環境教育、普及啓発、助成を行っている。 

また、平成 29年 6月からは普及啓発として収集日の確認やごみ分別検索、古紙等

排出場所地図表示等の機能を持った、スマートフォン・タブレット向けのアプリ「さ

んあ～る」を配信していく。 

今後も必要に応じて見直しを検討していく。 

● 田原市 

表 8に示す環境教育、普及啓発、助成を行っている。 

また、平成 29年 6月からは普及啓発として収集日の確認やごみ分別検索、古紙等

排出場所地図表示等の機能を持った、スマートフォン・タブレット向けのアプリ「さ

んあ～る」を配信していく。 

今後もこれらの取り組みを継続していく。

表 8 環境教育、普及啓発、助成の現状 

区分
施策の概要 

豊橋市 田原市 

環
境
教
育

① 小学生への環境教育 
小学 4 年生全児童に社会科資料集「町をき
れいに」を配付している。 
② 生ごみの減量について 
平成 14 年度より、生ごみ減量容器・電動式
生ごみ処理機の上手な使い方、堆肥を利用
した家庭でできる花づくり等を紹介する講習
会を開催している。 
平成24年度より、手作りコンポストの作製・利
用の講習会を開催している。 
③ 出前講座の実施 
町自治会や事業所、団体等を対象にごみの
分け方や出し方、市のごみ処理の現状を伝
え、ごみ減量やリサイクル、地域清掃活動の
啓発を行っている。 
④ 幼児環境教育の実施 
幼稚園や保育園の園児を対象に、演劇やビ
デオによりごみ分別や５３０運動の大切さを啓
発している。 

将来を担う子どもたちがごみに関心をもち、そ
の大切さを正しく理解するよう、学校・地域・
家庭において環境学習の機会の拡大など市
民が積極的に環境学習に取り組めるよう、次
の取り組みを行っている。 
① ３Ｒに関する各種教室の開催 
② ごみ処理施設の見学 
③ 自治会・事業所・学校等を通じた学習

普
及
啓
発

① ガイドブックの配付 
ごみの分別や持ち出しマナー、ルールなどを
記載した「ごみガイドブック」を全世帯に配付。
外国人定住者用に 4 ヶ国語の「ごみガイドブ
ック」を作成し、配付している。 
② 収集日程表の配付・配信 
年間収集日を記載した「クリーンカレンダー」
を全世帯に配付するとともに、収集日をメー
ルで知らせる「ごみ収集日お知らせメールサ
ービス」を行っている。 
③ 集団回収に関する啓発
地域資源回収を今後も継続し、より多くの市
民が活動に参加できるよう「地域資源回収の
手引き」を作成している。 

広報・啓発・指導体制整備に努めるとともに、
多くの機会を通じて情報の提供と共有、意見
交換などを実施している。 
なお、転入者・単身赴任者・通勤及び通学等
で来る人は田原市のごみ排出区分等への理
解が少ないため、次の取り組みを行ってい
る。 
① ごみの分け方・出し方のパンフレット、ごみ
収集カレンダーの作成・配付  

② ごみ減量等推進員による現場指導 
③ 自治会・事業所・学校等を通じた啓発 
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助
成

① 生ごみ処理機購入補助金制度 
「生ごみ減量容器（コンポスト）」及び「電動式
生ごみ処理機（バイオ式、乾燥式）」につい
て、購入費の 1/2（上限あり）の助成を行って
いる。 
（電動式生ごみ処理機（乾燥式）の無料貸出
制度も実施。） 
② 地域資源回収団体奨励金制度 
資源回収の活性化及び再資源化を推進する
ため、資源ごみのうち「古紙・布類・缶」を回
収した団体に対して奨励金を交付している。 

① 生ごみ処理容器等設置事業補助金制度
「生ごみ処理容器」及び「電気生ごみ処理
機」について、購入費の 1/2（上限あり）の助
成を行っている。 
（電動式生ごみ処理機（乾燥式）の無料貸出
制度も実施。） 

ウ マイバッグ運動・レジ袋対策

● 豊橋市 

    市内の販売店や 530 運動環境協議会と協力して、平成 25年度からのレジ袋の有料

化やマイバッグの普及に取組んだことにより、レジ袋約 2,500 万枚の削減につなが

った。 

今後もこの体制を継続していく。

● 田原市 

「田原市レジ袋削減推進協議会」を発足し、「レジ袋削減に関する協定」を締結し

た店舗を対象に、平成 21年度からレジ袋の有料化を行ったことにより、レジ袋約 285

万枚の削減につながった。今後もこの体制を継続していく。

エ ごみ分別の推進

● 豊橋市 

平成 28 年 4 月より、ごみ分別マナーの徹底を目的に、もやすごみ及びこわすごみ

を対象に指定ごみ袋を導入する。また、平成 29年 4 月より、バイオガス発電による

生ごみの有効利用を目的に、生ごみともやすごみを分別し資源の一つとして収集す

る、生ごみ分別収集を導入する。これらの取り組みにより、家庭系ごみ排出量の約 3

割削減（平成 25 年度比）につながった。 

今後もこれらの取り組みを継続していく。 

● 田原市 

平成 30 年２月に生活系ごみの有料化を行うことで、市民のごみに対するコスト意

識向上を図り、生活系ごみに含まれる資源化可能な紙類、プラスチック容器類の分別

など、ごみ減量化・資源化を促進させる。その結果、一人当たりの家庭系ごみ量を平

成 22年度 512g/日から令和 2年度 430g/日まで削減する。 

オ 生活排水対策

● 豊橋市 

    「梅田川ふれあいクリーン作戦」の開催、「豊橋市クリーン推進員活動」の推進、

「530 のまち環境フェスタ」など環境関連イベントにおける啓発活動などを行い、生

活排水対策の普及啓発に取り組んでいる。

また、保守点検、清掃及び法定検査など浄化槽を正しく維持管理するために「浄化

槽管理手帳」の配布及び文書の郵送による啓発を実施している。
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今後もこの体制を継続していく。

● 田原市 

    河川水質調査の結果をホームページ等で公表し、水質浄化の意識向上に取り組ん

でいる。

また、たはらエコフェスタ等の環境関連イベントにおいてポスター展示やパンフ

レット配付を通して生活排水対策の普及啓発を行っている。

今後もこの体制を継続していく。

 (2) 処理体制 

ア 生活系ごみの処理体制の現状と今後

各市の分別区分と処理方法は、表 9のとおりである。

● 豊橋市 

現在、生活系ごみのうち可燃ごみは、豊橋市資源化センター（焼却及びガス化溶融

施設）において溶融処理を行い、溶融スラグを有効利用することで最終処分量の削減

に取り組んでいる。

このほか、資源ごみとして、プラスチック、びん・カン、ペットボトル、古紙、布

類、小型家電（平成 25年度から分別開始）を分別収集・集団回収・拠点回収により

収集し資源化しており、今後も循環型社会の形成を図っていく。

さらに、平成29年度からは、生ごみをバイオマスとして活用するため、可燃ごみ

の一部として収集していた生ごみを、新たに「生ごみ」の分別区分を設け、分別収

集していく。分別収集した生ごみは、平成29年10月に稼働した豊橋市バイオマス利

活用センターにてメタン発酵処理をし、発生したバイオガスによりガス発電を行っ

ていく。 

また、分別収集体制の見直しを行うなかで、びん・カンについては、収集拠点とし

て市内約 2,200 箇所に専用のビンカン回収用ボックスを設置して収集を行っている

が、老朽化や抜き取り被害などの諸問題が生じていることから、平成 29 年度からは、

ごみステーションでの収集に切り替えを行う。 

バイオマスを除く可燃ごみは、令和 9 年度を稼働目標に豊橋田原ごみ処理施設を

整備し、処理を進めていく。

● 田原市 

現在、生活系ごみのうち可燃ごみは、田原リサイクルセンター（炭生館）（炭化施

設）において処理を行い、炭化物として有効利用することで最終処分量の削減に取り

組んでいる。

このほか、資源ごみは、平成 30年 2月から分別区分を変更し、紙類、布類、空缶、

小物金属、電化製品類、発泡スチロール、有害ごみ、ガラスびん、ペットボトル、プ

ラスチック容器類、白色トレイを分別収集により収集し資源化しており、今後も循環

型社会の形成を図っていく。

このほか、資源ごみとして、紙類、布類、空缶、小物金属、電化製品類、発泡スチ
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ロール、有害ごみ、ガラスびん、ペットボトル、プラスチック容器類、白色トレイを

分別収集により収集し資源化しており、今後も循環型社会の形成を図っていく。

また、平成 23 年 7 月からは廃食用油の拠点回収及び平成 26年 12 月から個人情報

保護対策に配慮が必要な使用済み小型家電のボックス回収を行っている。 

なお、資源ごみ処理施設は、平成の大合併前に整備してきた施設で、市内３施設で

分散処理しており非効率な運営となっているため、施設の統合を検討する。

さらに今後、生ごみはバイオマスとして利活用できるか検討していく。

バイオマスを除く可燃ごみは、令和 9 年度を稼働目標に豊橋田原ごみ処理施設を

整備し、処理を進めていく。

イ 事業系ごみの処理体制の現状と今後

● 豊橋市 

    一定規模以上の事業所に対して減量計画書の提出を要請し、必要な指導・助言を行

っている。

また、事業系ごみ減量の必要性や紙ごみのリサイクルについて「ごみ減量行動マニ

ュアル」を作成し、事業所でのごみ減量への取り組みを促進している。

    今後もこの体制を継続するほか、事業系ごみの搬入検査を強化し、再生利用できる

古紙などの搬入制限について検討していく。

また平成 29 年 10 月からは、家庭から出る生ごみ同様に、事業系生ごみをバイオマ

スとして有効利用を図っていく。

● 田原市 

    現在、事業系ごみ（一般廃棄物）のうち可燃ごみは田原リサイクルセンター（炭生

館）で処理を行い、紙類等の資源ごみは各資源化センターに搬入され資源化している。

また、事業者は自らの事業活動に伴い発生する事業系ごみの発生抑制、資源の循環

的な利用をする取り組みを促進している。

今後もこの体制を継続するほか、抜き取り検査等により分別の徹底を図っていく。

ウ 一般廃棄物処理施設であわせて処理する産業廃棄物の現状と今後

● 豊橋市 

    市内の事業所から発生する産業廃棄物のうち「紙くず」、「木くず」、「繊維くず」、

及び「動植物性残さ」に限って、豊橋市資源化センターにて受け入れている。

なお、中核市移行に伴って産業廃棄物行政が県から委譲されたため、産業廃棄物の

減量化、資源化及び適正処理等に関する業務を行っている。

    今後もこの体制を継続するほか、施設負担軽減の観点から産業廃棄物の受け入れ

について見直しを検討していく。

● 田原市 

    市内の事業所から発生する産業廃棄物は受け入れていない。

エ 生活排水処理の現状と今後

● 豊橋市 
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    公共用水域への生活雑排水の流入を低減するため、下水道の整備及び早期接続を

推進するとともに、下水道、農業集落排水の処理区域に含まれない地域においては合

併処理浄化槽等への転換を推進している。

また、下水道終末処理場のひとつである中島処理場では、余剰汚泥を堆肥化し、「の

んほいユーキ」として緑農地還元している。

し尿及び浄化槽汚泥は、豊橋市資源化センターし尿処理施設にて処理を行ってい

る。

また、平成 29 年 10 月からは豊橋市バイオマス利活用センターにおいて、下水汚

泥、し尿・浄化槽汚泥、生ごみをあわせてバイオマスとして有効利用を行っていく。

発酵後汚泥は炭化し、炭化燃料として有効利用を図っていく。

● 田原市 

    公共用水域への生活雑排水の流入を低減するため、下水道、農業集落排水の整備及

び早期接続を推進するとともに、下水道、農業集落排水の処理区域に含まれない地域

においては合併処理浄化槽等への転換を推進している。

し尿及び浄化槽汚泥は、田原市衛生センターにて処理を行っている。

オ 今後の処理体制の要点

・豊橋田原ごみ処理施設（焼却処理施設、粗大ごみ処理施設）の整備を行う

・豊橋市は分別収集体制の見直しを行うなかで、ビンカンストックヤードの整備を行

う 

・田原市は市内３か所に分散されている資源ごみ処理施設を統合する

・豊橋市、田原市とも、下水道処理区域外においては、合併処理浄化槽への転換を

推進する
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表 9 豊橋田原ブロック各市の生活系ごみの分別区分と処理方法の現状と今後 

※ 分別区分については、区分された廃棄物が具体的にどのような廃棄物を指すかを〔別添資料 4〕に説明

一次処理 二次処理

70,022 35,644

17,678

3,834 3,144

3,188 2,695

268 218

11,398 9,477

5,228 5,349

550 681

1,294 9,350

1,263 1,506

179 231

1,482

7,533 4,685

炭化
ﾘｻｲｸﾙ
埋立

1,593
炭化
ﾘｻｲｸﾙ
埋立

選別
資源化
(委託)

1,268
炭化
ﾘｻｲｸﾙ
埋立

炭化
ﾘｻｲｸﾙ
埋立

破砕･選別
資源化
(委託)

ﾘｻｲｸﾙ 7,399 ﾘｻｲｸﾙ 保管
資源化
(委託) 8,178

ﾘｻｲｸﾙ ﾘｻｲｸﾙ 保管
資源化
(委託)

ﾘｻｲｸﾙ ﾘｻｲｸﾙ 保管
資源化
(委託)

ﾘｻｲｸﾙ ﾘｻｲｸﾙ 保管
資源化
(委託)

ﾘｻｲｸﾙ 保管
資源化
(委託)

ﾘｻｲｸﾙ 保管
資源化
(委託)

ﾘｻｲｸﾙ ﾘｻｲｸﾙ 保管
資源化
(委託)

ﾘｻｲｸﾙ ﾘｻｲｸﾙ 保管
資源化
(委託)

ﾘｻｲｸﾙ ﾘｻｲｸﾙ 保管
資源化
(委託)

ﾘｻｲｸﾙ ﾘｻｲｸﾙ 保管
資源化
(委託)

ﾘｻｲｸﾙ ﾘｻｲｸﾙ 保管
資源化
(委託)

ﾘｻｲｸﾙ
田原市赤羽根
環境ｾﾝﾀｰ

ﾘｻｲｸﾙ ﾁｯﾌﾟ化
田原市赤羽根
環境ｾﾝﾀｰ

資源化
(配布)

1,593 1,268
田原市赤羽根環境
ｾﾝﾀｰ（最終処分場）
または田原市渥美
最終処分場

－
割れｶﾞﾗｽ、
陶器類

埋立

田原市赤羽根環境
ｾﾝﾀｰ（最終処分場）
または田原市渥美
最終処分場

埋めるごみ 埋立 －

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ
容器類

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ
容器類

白色ﾄﾚｲ 白色ﾄﾚｲ

(持込剪定枝) (持込剪定枝)

田原市東部
資源化ｾﾝﾀｰ
または

田原市赤羽根
環境ｾﾝﾀｰ
または

田原市渥美
資源化ｾﾝﾀｰ

布類 布類

空缶 空缶

小物金属 小物金属

炭化 － 田原ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ
残渣物の
ﾘｻｲｸﾙ

もやせないごみ
田原ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ

または
資源化ｾﾝﾀｰ等
または

最終処分場

こわすごみ
田原ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ

または
資源化ｾﾝﾀｰ等
または

最終処分場
粗大ごみ 粗大ごみ

田
原
市

もやせるごみ 炭化 田原ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ

田
原
市

もやせるごみ

紙類

田原市東部
資源化ｾﾝﾀｰ
または

田原市赤羽根
環境ｾﾝﾀｰ
または

田原市渥美
資源化ｾﾝﾀｰ

紙類

発泡スチロール

有害ごみ 有害ごみ

ｶﾞﾗｽびん ｶﾞﾗｽびん

ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ

電化製品類

持込剪定枝 ﾘｻｲｸﾙ ﾁｯﾌﾟ化
豊橋市資源化ｾﾝﾀｰ
(剪定枝ﾘｻｲｸﾙ施設)

資源化
(売却)

ﾘｻｲｸﾙ 保管
豊橋市資源化ｾﾝﾀｰ
(積込ﾔｰﾄﾞ)

資源化
(委託)

危険ごみ ﾘｻｲｸﾙ
豊橋市資源化ｾﾝﾀｰ
(再利用施設)

危険ごみ ﾘｻｲｸﾙ 保管

資
源

布類 ﾘｻｲｸﾙ
豊橋市資源化ｾﾝﾀｰ
(積込ﾔｰﾄﾞ)

布類

古紙 ﾘｻｲｸﾙ
環境ｾﾝﾀｰ

(ﾘｻｲｸﾙｽﾃｰｼｮﾝ)
古紙 ﾘｻｲｸﾙ 保管

環境ｾﾝﾀｰ
(ﾘｻｲｸﾙｽﾃｰｼｮﾝ)

資源化
(委託)

豊橋市資源化ｾﾝﾀｰ
(再利用施設)

資源化
(委託)

選別
豊橋市資源
ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ

資源化
(委託)

資源化
(委託)

ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ ﾘｻｲｸﾙ
豊橋市資源
ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ

ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ ﾘｻｲｸﾙ 選別
豊橋市資源
ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ

びん・ｶﾝ ﾘｻｲｸﾙ
豊橋市資源
ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ

びん・ｶﾝ ﾘｻｲｸﾙ

豊橋市資源化ｾﾝﾀｰ
(再利用施設)

資源化
(委託)

うめるごみ 埋立
豊橋市廃棄物
最終処分場

うめるごみ 埋立 －
豊橋市廃棄物
最終処分場

－

大きなごみ ﾘｻｲｸﾙ
豊橋市資源化ｾﾝﾀｰ
(再利用施設)

大きなごみ ﾘｻｲｸﾙ 破砕･選別

残渣物の
ﾘｻｲｸﾙ

処理施設等 処理
目標(ﾄﾝ)

豊橋市ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ
ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ

資源化
(委託)

こわすごみ ﾘｻｲｸﾙ 豊橋市西部環境ｾﾝﾀｰ こわすごみ ﾘｻｲｸﾙ 選別 豊橋市西部環境ｾﾝﾀｰ
資源化
(委託)

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ(資源) ﾘｻｲｸﾙ
豊橋市ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ
ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ

プラマークごみ ﾘｻｲｸﾙ 選別･圧縮

豊
橋
市

もやすごみ
焼却・溶
融

豊橋市資源化ｾﾝﾀｰ
(焼却処理施設)

豊
橋
市

もやすごみ
焼却・溶
融

発電

現状（平成25年度） 今後（令和4年度）

市名 分別区分 処理方法 処理施設等
処理
実績(ﾄ
ﾝ)

市名 分別区分 処理方法

豊橋市資源化センター
（焼却処理施設）

残渣物の
ﾘｻｲｸﾙ

生ごみ ﾘｻｲｸﾙ ﾒﾀﾝｶﾞｽ化
豊橋市ﾊﾞｲｵﾏｽ
利活用センター
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(3) 処理施設等の整備 

ア 廃棄物処理施設

    上記(2)の分別区分及び処理体制で処理を行うため、表 10 のとおり必要な施設整

備を行う。

表 10 実施する整備事業 

事業番号
整備施設種類 

施設名 
事業名 処理能力 設置予定地 事業期間 

１ 

マテリアルリサイク

ル推進施設 

豊橋田原ごみ処理

施設（予定） 

豊橋田原ごみ処理施

設整備事業 
40ｔ/日 

豊橋市資源化

センター周辺
（R9）～（R13） 

２ 

エネルギー回収型

廃棄物処理施設 

豊橋田原ごみ処理

施設（予定） 

豊橋田原ごみ処理施

設整備事業 
420ｔ/日

豊橋市資源化

センター周辺
（R4）～（R9） 

３ 

マテリアルリサイク

ル推進施設 

豊橋市ビンカンスト

ックヤード 

豊橋市ビンカンストック

ヤード整備事業 
300ｍ２

豊橋市南部 

環境センター

敷地内 

H28 

４ 

マテリアルリサイク

ル推進施設 

（仮称）田原資源ご

み処理施設（予定）

（仮称）田原市資源ご

み処理施設整備事業 
未定 

田原市東部資

源化センター

または田原市

赤羽根環境セ

ンターまたは

田原市渥美資

源化センター 

（R11）～（R12） 

※現有処理施設の概要（市町村別の現有施設名・種類、処理する廃棄物、処理能力、所在地、竣工年等、施設の概要について

一覧表としたもの）を〔別添資料 5〕に添付  

※次期計画期間にまたがる事業は、全体事業期間を（ ）で示す

（整備理由）

事業番号１  既存施設の老朽化への対処、集約化、不燃ごみ、粗大ごみの破砕・選別  

及び資源化の促進 

事業番号２  既存施設の老朽化への対処、集約化、エネルギーの有効利用の促進 

事業番号３  分別収集体制の見直しに伴う対処、分別精度の向上 

事業番号４  既存施設の老朽化への対処、集約化、及び資源化の促進 
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イ 合併処理浄化槽の整備

    合併処理浄化槽の整備については、表 11のとおり行う。

表 11 合併処理浄化槽の整備計画 

事業番

号 
事業 

直近の整備済
基数（基） 
平成25年度 

整備計画 
基数 
（基） 

整備計画 
人口 
（人） 

事業期間 

５ 豊橋市浄化槽設置整備事業 7,704 255 754 H27～R3 

６ 田原市浄化槽設置整備事業 44 54 346 H27～R3 

 (4) 施設整備に関する計画支援事業 

   (3)の施設整備に先立ち、表 12のとおり計画支援事業を行う。

表 12 実施する計画支援事業 

事業番号 事業名 事業内容 事業期間 

31 

豊橋田原ごみ処理施設整備事業(事業番号 1,2) 

に係るごみ処理施設基本設計事業 
基本設計 H27 

豊橋田原ごみ処理施設整備事業(事業番号 1,2) 

に係る発注仕様書作成・発注者支援事業 
発注者支援 

H30～R3 

（H30～R4）※

豊橋田原ごみ処理施設整備事業(事業番号 1,2) 

に係る環境影響評価事業 
環境影響評価

H27～R3 

（Ｈ26～R3）※

豊橋田原ごみ処理施設整備事業(事業番号 1,2) 

に係る運営体制検討調査事業 

PFl 導入可能性

調査等 
H27 

豊橋田原ごみ処理施設整備事業(事業番号 1,2) 

に係る地質調査・用地測量事業 

地質調査 

用地測量 
H29～H30 

豊橋田原ごみ処理施設整備事業(事業番号 1,2) 

に係るアスベスト調査事業 
アスベスト調査 R3 

32 

（仮称）田原市資源ごみ処理施設整備事業（事業番号 4） 

に係る基本計画事業（予定） 
基本計画 (R7) 

（仮称）田原市資源ごみ処理施設整備事業（事業番号 4） 

に係る測量・地質調査事業（予定） 
測量地質調査 (R8) 

（仮称）田原市資源ごみ処理施設整備事業（事業番号 4） 

に係る焼却施設解体調査・基本設計事業（予定） 
調査基本設計 (R8) 

※全体事業期間を（ ）で示す 
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(5) その他の施策 

    その他、地域の循環型社会を形成する上で、次の施策を実施していく。

ア 再生利用品の需要拡大事業

   ① バイオマスの利活用

● 豊橋市 

    平成 29年 10 月より稼働の豊橋市バイオマス利活用センターにおいて、下水汚泥、

し尿・浄化槽汚泥、生ごみ（生活系及び事業系）のメタンガス化を行い、エネルギー

として有効利用を図っていく。

また、発酵後汚泥を炭化し、炭化燃料として有効利用を図っていく。

● 田原市 

今後、生ごみ等のバイオマスの利活用を検討していく。

   ② 溶融スラグの有効利用

● 豊橋市 

豊橋市資源化センター（ガス化溶融施設）では、ごみから金属類を回収し、灰分は

溶融しスラグとして有効利用している。

   ③ 炭化物の有効利用

● 田原市 

田原リサイクルセンター（炭生館）（炭化施設）では、ごみから炭化物を生成して

有効利用し、ごみに混入した金属類は回収し売却している。計画施設稼働までは、炭

化を継続していく。

イ 廃家電・使用済み小型家電のリサイクルに関する普及啓発

● 豊橋市・田原市 

    廃家電・使用済み小型家電のリサイクルについては、家電リサイクル法や小型家電

リサイクル法などに基づく、適切な回収、再商品化・資源化がなされるよう、関連団

体や小売店などと協力して、普及啓発を行う。

ウ 不法投棄対策

● 豊橋市 

    不法投棄防止の広報活動による啓発やパトロール、看板や監視カメラの設置を行

っている。

また、愛知県警察本部豊橋警察署の協力を得て年に１回県警のヘリコプターに搭

乗し、産業廃棄物処理施設等で地上から監視できない場所を中心に上空から監視す

るスカイパトロールを実施している。

今後もこれを継続し、不法投棄の早期発見・早期解決につなげていく。

● 田原市 

    不法投棄防止の広報活動による啓発やパトロール、看板等の設置を行っている。

今後もこれを継続し、不法投棄の防止を図っていく。
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エ 災害時の廃棄物処理に関する事項

    豊橋市については「豊橋市地域防災計画」（平成 31年 2 月修正）、「豊橋市災害廃

棄物処理計画」（令和 2年 3月改訂）及び「廃棄物班行動マニュアル」（令和元年 8 月

改訂）、田原市については「田原市地域防災計画」（令和元年 12 月修正）及び「田原

市災害廃棄物処理計画」（平成 28 年 11 月）を踏まえ、災害時に発生する廃棄物の広

域的処理体制の確保を図るため、地域内及び周辺地域との連携体制を構築する。 

また、愛知県では平成 28年 10 月に「愛知県災害廃棄物処理計画」を策定した。今

後、当該計画と整合性を図りながら、諸条件に変動があった場合には、構成市それぞ

れにおいて、災害廃棄物処理計画の改訂を行っていく。仮置場の候補地を、表 13 に

示す。 

表 13 仮置場の候補地 

オ 浄化槽整備効率化事業

● 豊橋市 

浄化槽台帳について、既存浄化槽の実態を正しく反映した状態とするための悉皆

調査を実施する。実態を正しく反映した浄化槽台帳を整備することにより、浄化槽の

維持管理の指導啓発や、単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換促進を効率的

に実施していく。

４．計画のフォローアップと事後評価

(1) 計画のフォローアップ 

    豊橋市及び田原市は、毎年、計画の進捗状況を把握し、その結果を公表するととも

に、必要に応じて、両市、愛知県及び国と意見交換をしつつ、計画の進捗状況を勘案

し、計画の見直しを行う。

(2) 事後評価及び計画の見直し 

    計画期間終了後、処理状況の把握を行い、その結果を取りまとめた時点で、速やか

に計画の事後評価、目標達成状況の評価を行う。

また、評価の結果を公表するとともに、評価結果を次期計画策定に反映させるもの

とする。

なお、計画の進捗状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要に応じ計画を見直す

ものとする。

市名 仮置場の候補地 

豊橋市 最終処分場、公園・広場等の市有地 

田原市 
廃棄物処理施設、公園、駐車場、保育園跡地、 
空地等の市有地 
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境
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

豊
橋
市

－
－

－
－

－

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

田
原
市
東
部
資
源
化
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

田
原
市

破
砕
、
圧
縮
、
保
管

1
5
(ｔ
/
5
h
)、
1
6
2
(㎡
)

H
6
.4

R
1
3
.3

ー

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

田
原
市
赤
羽
根
環
境
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

田
原
市

保
管

1
5
6
(㎡
)

H
6
.1
0

R
1
3
.3

ー

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

田
原
市
渥
美
資
源
化
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

田
原
市

保
管

3
4
6
(㎡
)

H
1
9
.4

R
1
3
.3

ー

し
尿
処
理
施
設

豊
橋
市
資
源
化
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰH
2
9
.1
0
か
ら
受
入
休
止

豊
橋
市

標
準
脱
窒
素

2
4
3
（
ｋ
ｌ/
日
）

S
5
5
.1
1

R
1
0
.3

R
1
0
.4

H
2
9
.1
0
～
施
設
内
汚
水
及
び
場
内
排
水
の
み
処
理

し
尿
処
理
施
設

田
原
市
衛
生
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

田
原
市

嫌
気
性
消
化
、
好
気
性
消
化
、
活
性
汚
泥

1
0
0
（
ｋ
ｌ/
日
）

S
4
1
.4

R
4
.6

R
5
.3

有
機
性
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
施
設
豊
橋
市
ﾊ
ﾞｲ
ｵ
ﾏ
ｽ
利
活
用
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

豊
橋
市

メ
タ
ン
発
酵
・
湿
式
中
温
発
酵
方
式

生
ご
み
6
ｔ/
時

下
水
汚
泥
3
0
ｍ
３
/
時

し
尿
・浄
化
槽
汚
泥
9
ｍ
３
/
時

H
2
9
.1
0

－
－

最
終
処
分
場

豊
橋
市
廃
棄
物
最
終
処
分
場

豊
橋
市

セ
ル
、
準
好
気
性

1
,8
5
0
,0
0
0
( ㎥)

H
4
.1
1
､H
2
3
.4

－
－

最
終
処
分
場

田
原
市
第
二
東
部
最
終
処
分
場

田
原
市

サ
ン
ド
イ
ッ
チ

4
0
,6
0
0
( ㎥)

H
1
9
.4

－
－

最
終
処
分
場

田
原
市
赤
羽
根
環
境
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ埋
立
処
分
場

田
原
市

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
、
準
好
気
性

1
2
,2
0
0
( ㎥)

H
6
.1
0

－
－

最
終
処
分
場

田
原
市
渥
美
最
終
処
分
場

田
原
市

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
、
セ
ル

1
5
0
,5
0
0
( ㎥)

H
7
.7

－
－

（
２
）
更
新
（
改
良
）
・
新
設
施
設
リ
ス
ト

施
設
種
別

施
設
名

事
業
主
体

型
式
及
び
処
理
方
式

処
理
能
力
(単
位
)
竣
工
予
定
年
月
日

更
新
（
改
良
）
・
新
設
理
由

廃
焼
却
施
設
の
解
体
の
有
無

及
び
解
体
施
設
の
名
称

備
考

ご
み
焼
却
施
設

豊
橋
田
原
ご
み
処
理
施
設

豊
橋
市

田
原
市

全
連
続
式

4
2
0
(t
/
日
)

R
1
0
.3

広
域
処
理
の
た
め
の
新
設

有
（
豊
橋
市
資
源
化
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ）

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

豊
橋
田
原
ご
み
処
理
施
設

豊
橋
市

田
原
市

破
砕
・
選
別

4
0
(t
/
日
)

R
1
4
.3

広
域
処
理
の
た
め
の
新
設

有
（
豊
橋
市
資
源
化
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ）

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
田
原
市
資
源
ご
み
処
理
施
設

田
原
市

破
砕
・
選
別

－
R
1
3
.3

集
約
化
の
た
め
の
新
設

有
(田
原
市
赤
羽
根
環
境
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ)

循
環
型
社
会
形
成
推
進
交
付
金
事
業
実
施
計
画
　
総
括
表
１
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様
式
１

（
3
/
3
）

４
．
生
活
排
水
処
理
の
現
状
と
目
標

目
標

総
人

口
（
年
度
末
人
口
）

4
4
7
,8
6
3

4
4
6
,5
7
8

4
4
5
,2
7
7

4
4
5
,1
1
1

4
4
3
,5
4
7

4
3
1
,8
5
0

汚
水
衛
生
処
理
人
口
 (
人
)

2
8
8
,7
0
3

2
8
9
,5
0
5

2
8
9
,7
5
4

2
8
9
,7
5
3

2
9
0
,8
3
0

2
9
2
,8
6
6

汚
水
処
理
人
口
普
及
率
 (
%
)

(6
4
.5
%
)

(6
4
.8
%
)

(6
5
.1
%
)

(6
5
.1
%
)

(6
5
.6
%
)

(6
7
.8
%
)

汚
水
衛
生
処
理
人
口
 (
人
)

5
3
,5
6
3

5
4
,5
0
6

5
5
,1
7
2

5
6
,7
1
7

5
7
,7
9
9

5
4
,5
0
6

汚
水
処
理
人
口
普
及
率
 (
%
)

(1
2
.0
%
)

(1
2
.2
%
)

(1
2
.4
%
)

(1
2
.7
%
)

(1
3
.0
%
)

(1
2
.6
%
)

汚
水
衛
生
処
理
人
口
 (
人
)

4
2
,0
7
9

4
1
,7
5
2

4
2
,5
8
4

4
3
,6
0
4

4
3
,5
7
3

4
5
,4
0
4

汚
水
処
理
人
口
普
及
率
 (
%
)

(9
.4
%
)

(9
.3
%
)

(9
.6
%
)

(9
.8
%
)

(9
.8
%
)

(1
0
.5
%
)

未
処
理
人
口
汚
水
衛
生
未
処
理
人
口
 (
人
)

6
3
,5
1
8

6
0
,8
1
5

5
7
,7
6
7

5
5
,0
3
7

5
1
,3
4
5

3
9
,0
7
4

※
 指
標
と
人
口
等
の
要
因
に
関
す
る
ト
レ
ン
ド
グ
ラ
フ
を
〔
別
添
資
料
3
〕
に
添
付
し
た
。

※
 目
標
は
、
令
和
４
年
度
当
初
の
数
値
と
す
る
。

５
．
浄
化
槽
の
整
備
の
状
況
と
更
新
、
廃
止
、
新
設
の
予
定 基
数

処
理
人
口

開
始
年
月

基
数

処
理
人
口

目
標
年
次

豊
橋
市

7
,7
0
4
 基

2
6
,6
1
9
 人

昭
和
6
3
年
4
月

2
5
5
基

7
5
4
人
令
和
4
年
度

田
原
市

4
4
 基

2
9
1
 人

平
成
2
2
年
4
月

5
4
基

3
4
6
人
令
和
4
年
度

循
環
型
社
会
形
成
推
進
交
付
金
事
業
実
施
計
画
総
括
表
１ 令
和
4
年
度

公
共
下
水
道

集
落
排
水
施
設

等

合
併
処
理

浄
化
槽
等

施
設
種
別

事
業
主
体

現
有
施
設
の
内
容
（平
成
2
5
年
度
末
時
点
）

整
備
予
定
基
数
の
内
容

指
標
・
単
位
＼
年
度

過
去
の
状
況
・
現
状

平
成
2
1
年
度
平
成
2
2
年
度
平
成
2
3
年
度
平
成
2
4
年
度
平
成
2
5
年
度

備
考

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
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様
式
２

事
業
名
称

単 位
開
始

終
了

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

4
4
,8
2
0

4
4
,8
2
0

4
4
,8
2
0

4
4
,8
2
0

4
4
,8
2
0

4
4
,8
2
0

4
4
,8
2
0

4
4
,8
2
0

1
7
1
,4
7
9
2
3
,4
5
6
1
4
,7
9
1
2
3
,7
5
2
1
9
,9
4
2
2
2
,8
2
8
2
1
,8
7
6
4
4
,8
3
4

1
4
7
,0
7
6
2
0
,8
4
2
1
3
,0
0
5
2
1
,3
5
4
1
7
,9
3
3
2
0
,2
2
8
1
9
,4
3
6
3
4
,2
7
8

1
5
0
,6
2
3
2
0
,6
7
0
1
3
,6
1
6
2
0
,0
5
6
1
6
,1
8
3
1
8
,7
9
6
1
9
,1
7
2
4
2
,1
3
0

1
2
6
,2
2
0
1
8
,0
5
6
1
1
,8
3
0
1
7
,6
5
8
1
4
,1
7
4
1
6
,1
9
6
1
6
,7
3
2
3
1
,5
7
4

2
0
,8
5
6

2
,7
8
6

1
,1
7
5

3
,6
9
6

3
,7
5
9

4
,0
3
2

2
,7
0
4

2
,7
0
4

2
0
,8
5
6

2
,7
8
6

1
,1
7
5

3
,6
9
6

3
,7
5
9

4
,0
3
2

2
,7
0
4

2
,7
0
4

2
3
2
,0
2
1

1
3
,5
3
6

2
,7
2
9
5
6
,0
3
6
7
8
,8
5
7
1
9
,3
0
7
2
4
,5
1
7
3
7
,0
3
9

2
2
3
,3
3
1
1
3
,5
3
6

2
,7
2
9
5
6
,0
3
6
7
8
,8
5
7
1
9
,3
0
7
2
4
,5
1
7
2
8
,3
4
9

(2
4
9
,5
4
3
)

(2
3
9
,8
5
3
)

ご
み
処
理
施
設

基
本
設
計
事
業

豊
橋
市

－
－

H
2
7
H
2
7

7
,4
5
2

7
,4
5
2

7
,4
5
2

7
,4
5
2

5
9
,9
9
8

5
,7
4
6
1
4
,5
5
3
1
9
,8
7
7
1
9
,8
2
2

5
1
,3
0
8

5
,7
4
6
1
4
,5
5
3
1
9
,8
7
7
1
1
,1
3
2

(7
6
,5
2
0
)

(6
7
,8
3
0
)

1
2
9
,2
8
5

2
,7
9
0

2
,7
2
9
3
9
,8
3
6
6
0
,1
7
9

4
,7
5
4

4
,6
4
0
1
4
,3
5
7

1
2
9
,2
8
5

2
,7
9
0

2
,7
2
9
3
9
,8
3
6
6
0
,1
7
9

4
,7
5
4

4
,6
4
0
1
4
,3
5
7

(1
3
0
,2
8
5
)

(1
2
9
,2
8
5
)

運
営
体
制
検
討
調
査
事

業
豊
橋
市

－
－

H
2
7
H
2
7

3
,2
9
4

3
,2
9
4

3
,2
9
4

3
,2
9
4

2
9
,1
3
2

1
6
,2
0
0
1
2
,9
3
2

2
9
,1
3
2

1
6
,2
0
0
1
2
,9
3
2

2
,8
6
0

2
,8
6
0

2
,8
6
0

2
,8
6
0

4
4
8
,3
2
0
3
6
,9
9
2
6
2
,3
4
0
7
9
,7
8
8
9
8
,7
9
9
4
2
,1
3
5
4
6
,3
9
3
8
1
,8
7
3

4
1
5
,2
2
7
3
4
,3
7
8
6
0
,5
5
4
7
7
,3
9
0
9
6
,7
9
0
3
9
,5
3
5
4
3
,9
5
3
6
2
,6
2
7

(4
6
5
,8
4
2
)

(4
3
1
,7
4
9
)

※
1
事
業
番
号
に
つ
い
て
は
、
計
画
本
文
３
(3
)表
1
0
～
1
1
、
(4
)表
1
2
に
示
す
事
業
番
号
及
び
様
式
３
の
施
設
整
備
に
関
す
る
事
業
番
号
と
一
致
さ
せ
る
こ
と
。
ま
た
、
様
式
３
に
示
す
施
策
の
う
ち
関
連
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
併
せ
て
番
号
を
記
入
す
る
こ
と
。

※
2
広
域
連
合
、
一
部
事
務
組
合
等
に
つ
い
て
は
、
欄
外
に
構
成
す
る
市
町
村
を
注
記
す
る
こ
と
。

※
3
実
施
し
な
い
事
業
の
欄
は
削
除
し
て
構
わ
な
い
。

※
4
同
一
施
設
の
整
備
で
あ
っ
て
も
、
交
付
金
を
受
け
る
事
業
主
体
ご
と
に
記
載
す
る
。

※
5
括
弧
内
は
事
業
期
間
内
の
総
事
業
費
を
示
す
。

※
6
次
期
計
画
に
継
続
（
全
体
H
2
6
～
R
3
総
事
業
費
1
3
0
,2
8
5
）
。

備
考

循
環
型
社
会
形
成
推
進
交
付
金
事
業
実
施
計
画
総
括
表
２
（
平
成
２
６
年
度
）

事
業
種
別

事 業 番 号 ※
１

事
業

主
体

名
称
※
２

規
模

事
業
期
間

交
付
期
間

総
事
業
費
 (
千
円
)

交
付
対
象
事
業
費
 (
千
円
)

ビ
ン
カ
ン
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
整

備
事
業

3
豊
橋
市

－
－

H
2
8
H
2
8

○
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
等

に
関
す
る
事
業

○
施
設
整
備
に
関
す
る

計
画
支
援
に
関
す
る
事
業

※
5

○
浄
化
槽
に
関
す
る
事
業

豊
橋
市
浄
化
槽
設
置

整
備
事
業

5
豊
橋
市

2
5
5
基

H
2
7

R
3

田
原
市
浄
化
槽
設
置

整
備
事
業

6
田
原
市

5
4
基

H
2
7

R
3

地
質
調
査
・
用
地
測
量

事
業

豊
橋
市

－
－

H
2
9

H
3
0

※
7

環
境
影
響
評
価
事
業

豊
橋
市

－
－

H
2
7

R
3

※
6

(H
2
6
)

3
1

発
注
仕
様
書
作
成
・

発
注
者
支
援
事
業

豊
橋
市

－
－

H
3
0

R
3
(R
4
)

ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
事
業

豊
橋
市

－
－

R
3

R
3

合
計

※
5
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様式３ （1/3）

開始 終了 H27 H28 H30 R3

※1　処理施設の整備に係る事業番号については、計画本文３(3)表10～11、(4)表12に示す事業番号及び様式２の事業番号と一致させること。

地域の循環型社会形成推進のための施策一覧

施策種
別

事業
番号
※１

施策の
名称等

施策の概要
実施
主体

事業期間 交付金
必要の
要否

事業計画
備考

H29 R1

発生抑
制､再使
用の推
進に関す
るもの

11
ごみの
有料化

生活系ごみは「大きなごみ」の
戸別有料収集を行っている。
今後、他のごみについても有
料化を検討していく。
事業系ごみは処理手数料の
徴収を行っている。今後、必
要に応じて見直しを検討して
いく。

豊橋市 H27 R3

大きなごみの有料収集継続

生活系ごみ有料化を検討

事業系ごみ処理手数料適宜見直し

生活系ごみは、負担の公平
性や有料化方式などを検証
し、平成30年2月より有料化
を実施する。
事業系ごみは処理手数料の
徴収を行っている。今後、必
要に応じて見直しを検討して
いく。

田原市 H27 R3

生活系ごみ有料化を検討

生活系ごみ有料化

事業系ごみ処理手数料適宜見直し

12
環境教育、
普及啓発、
助成

環境教育として、幼児及び小
学生への環境教育、生ごみ
減量に関する講習会等、出
前講座を行っている。
普及啓発として、ガイドブック
の配付、収集日程表の配付・
配信、集団回収に関する啓
発を行っている。また平成２９
年度からは、ごみ分別促進ア
プリの配信を行っていく。
助成として、生ごみ処理機購
入補助金制度及び地域資源
回収団体奨励金制度を設け
ている。
今後、必要に応じて見直しを
検討していく。

豊橋市 H27 R3

小学生への環境教育
生ごみの減量について
出前講座の実施

幼児環境教育の実施

ガイドブックの配付
収集日程表の配付・配信
集団回収に関する啓発

ごみ分別促進アプリの配信

生ごみ処理機購入補助金制度
地域資源回収団体奨励金制度

環境教育として、３Ｒに関する
各種教室の開催、ごみ処理
施設の見学、自治会・事業
所・学校等を通じた学習を
行っている。
普及啓発として、パンフレット
などの作成、ごみ減量等推進
員による現場指導、自治会・
事業所・学校等を通じた啓発
を行っている。また平成２９年
度からは、ごみ分別促進アプ
リの配信を行っていく。
助成として、生ごみ処理容器
等設置事業補助金制度を設
けている。
今後もこれらを継続していく。

田原市 H27 R3

レジ袋有料化

協定を締結した店舗を対象に、レ
ジ袋の有料化を行っており、今後
も継続していく。

田原市 H27 R3

３Ｒに関する各種教室の開催
ごみ処理施設の見学

自治会・事業所・学校等を通じた学習

パンフレットなどの作成
廃棄物減量等推進員による現場指導
自治会・事業所・学校等を通じた啓発

ごみ分別促進アプリの配信

生ごみ処理容器等設置事業補助金制度

市内販売店や530運動環境
協議会と協力して、レジ袋有
料化を行っており、今後も継
続していく。

豊橋市 H27

レジ袋有料化

14
ごみ分別の
推進

指定ごみ袋の導入及び生ご
みの有効利用によりごみ分別
を推進する。

豊橋市 H28 R3

R3

13
マイバッグ
運動・

レジ袋対策

指定ごみ袋導入

生ごみ分別

生活系ごみの有料化によりご
み分別を推進する。

田原市 H30 R3 生活系ごみ有料化

環境関連イベントにおける啓発活動

浄化槽管理手帳の配付

河川水質調査の結果公表、
環境関連イベントにおける普
及啓発を行っており、今後も
継続していく。

田原市 H27 R3

環境関連イベントにおける啓発活
動、浄化槽を正しく維持管理する
ための「浄化槽管理手帳」の配付
を行っており、今後も継続してい
く。

豊橋市 H27
R3

河川水質調査の結果公表

環境関連イベントにおける普及啓発

15
生活排水
対策

浄化槽管理者に対し、維持管理
の実施や単独処理浄化槽から合
併処理浄化槽への転換を促す
文書を郵送する。

豊橋市 R1 R3 郵送啓発

R2
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様式３ （2/3）

開始 終了 H27 H28 H30 R3

施設整備

※2

※1　処理施設の整備に係る事業番号については、計画本文３(3)表10～11、(4)表12に示す事業番号及び様式２の事業番号と一致させること。

※2　（　　）で示す事業期間は、次期計画に係る。

地域の循環型社会形成推進のための施策一覧

施策種
別

事業
番号
※１

施策の
名称等

施策の概要
実施
主体

事業期間 交付金
必要の
要否

事業計画
備考

H29 R1

処理体
制の構
築､変更
に関する
もの

21
生活系ごみ
の処理体制

生ごみはバイオマスとして有
効利用を図る。
残った可燃ごみは、広域施設
を整備し、処理を進めていく。

豊橋市 H27

生ごみはバイオマスとしての利
活用を検討。
残った可燃ごみは、広域施設
を整備し、処理を進めていく。

田原市 H27 R3

生ごみ利活用の検討

広域施設の検討

R3

バイオマス利活
用センター整備

バイオマス利活用センターによる
処理

広域施設の検討

減量計画書の提出要請
ごみ減量行動マニュアルでの啓発

搬入検査強化・
搬入制限の検討

バイオマス利活
用センター整備

バイオマス利活用センターによる
処理

22
事業系ごみ
の処理体制

対象事業所へ減量計画書の
提出要請、「ごみ減量行動マ
ニュアル」の作成及び啓発を
継続していく。
新たに搬入検査の強化、古
紙などの搬入制限について検
討していく。
生ごみはバイオマスとして有
効活用を図る。

豊橋市 H27 R3

発生抑制、資源循環利用の
取組促進を継続していく。
抜取検査等による分別徹底
を図っていく。

田原市 H27 R3

発生抑制、資源循環利用の取組促進

抜取検査等による分別徹底

23

一般廃棄物
処理施設で
あわせて処
理する産業
廃棄物

「紙くず」「木くず」「繊維くず」
「動植物性残さ」を受入ている
が、施設負担軽減の観点から
見直しを検討していく。

豊橋市 H27 R3 産廃受入の見直しを検討

24
生活排水
処理

下水道の整備・早期接続、合
併処理浄化槽または農業集
落排水施設等への転換を推
進しており、今後も継続してい
く。
下水汚泥、し尿及び浄化槽
汚泥、生ごみを併せてバイオ
マスとして有効利用する。

豊橋市 H27 R3

生活雑排水処理率向上の推進

バイオマス利活
用センター整備

バイオマス利活用センターによる
処理

下水道及び農業集落排水の
整備・早期接続、合併処理浄
化槽への転換を推進してお
り、今後も継続していく。

田原市 H27 R3 生活雑排水処理率向上の推進

処理施
設の整
備に関す
るもの

1
豊橋田原ご
み処理施設
整備事業

豊橋市・田原市の広域で、マ
テリアルリサイクル推進施設
（40ｔ/日）を整備する。

豊橋市
田原市

（R9） （R13） 〇

3 〇

（仮称）田原
市資源ごみ処
理施設整備
事業

田原市の老朽化資源ごみ処
理施設３か所を１か所へ統合
整備し、効率的な運営を図
る。

田原市 （R11） （R12）

豊橋市ビン
カンストック
ヤード整備
事業

豊橋市の分別収集体制の見
直しに伴い、ビンカンストック
ヤードを整備する。

豊橋市 H28 H28

※2

2
豊橋田原ご
み処理施設
整備事業

豊橋市・田原市の広域で、エ
ネルギー回収型廃棄物処理
施設（420ｔ/日）を整備する。

豊橋市
田原市

（R4) （R9） 〇 ※2

合併処理浄化槽の整備

6
田原市浄化
槽設置整備
事業

合併処理浄化槽の整備（54
基）を行う。

田原市 H27 R3 〇

5
豊橋市浄化
槽設置整備
事業

合併処理浄化槽の整備（255
基）を行う。

豊橋市 H27 R3

R2

合併処理浄化槽の整備

〇

〇

4
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様式３ （3/3）

開始 終了 H27 H28 H30 R3

設計

環境影響評価事業

調査

調査

計画

調査

※1　処理施設の整備に係る事業番号については、計画本文３(3)表10～11、(4)表12に示す事業番号及び様式２の事業番号と一致させること。

※2　（　　）で示す事業期間は、次期計画に係る。

随時改訂

連携体制の構築

地域の循環型社会形成推進のための施策一覧

豊橋市 R3

H27 R3

災害廃棄物処理計画を策定
（改訂）するほか、地域内及び
周辺地域との連携体制を構築

する。

田原市 H27 R3

R2

随時改訂

連携体制の構築

広報活動、パトロール等

普及啓発

備考
H29 R1

計画

災害時の廃
棄物処理に

関する事項

44

45
浄化槽整備
効率化事業

普及啓発

炭化物の有効利用

生ごみ利活用の検討

広報活動、パトロール、看板等
の設置を行っており、今後も継
続していく。

田原市 H27 R3 広報活動、パトロール等

広報活動、パトロール、看板や
監視カメラの設置、スカイパト
ロールを行っており、今後も継
続していく。

豊橋市 H27 R3

R3
(R4)

災害廃棄物処理計画を策定
（改訂）するほか、地域内及び

周辺地域との連携体制を構築
する。

豊橋市

金属回収、溶融スラグの有効利用

バイオマス利活用

センター整備

バイオマス利活用センターによる

処理

田原リサイクルセンターにおいて

炭化物の有効利用、ごみに混
入した金属回収を行っている。
生ごみ等の利活用を検討してい
く。

田原市 H27 R3

その他

41
再生利用品
の需要拡大

事業

豊橋市資源化センター1、2号
炉において金属回収、溶融スラ
グの有効利用を行っている。

新たに下水汚泥、し尿及び浄化
槽汚泥、生ごみを併せてバイオ
マスとして有効利用する。

豊橋市 H27 R3

施設整備

に係る計
画支援に
関するも
の

42
廃家電のリサ
イクルに関す
る普及啓発

関連団体や小売店などと協力し
て、普及啓発を行う。

豊橋市 H27 R3

関連団体や小売店などと協力し
て、普及啓発を行う。

田原市 H27 R3

43
不法投棄
対策

既存浄化槽の実態を正しく反映し

た浄化槽台帳を整備するための
悉皆調査を実施する。

事業番号
4に関連

※2

測量・地質調査事業 （R8） （R8） ○

焼却施設解体調査・基本設計
事業

（R8） （R8） ○

32
事業番号4
に係る計画
支援事業

基本計画事業

田原市

（R7）

31

事業番号1,2
に係る
計画支援
事業

（R7） 〇

＊平成26年度に計画段階環境配
慮書の手続きを実施

運営体制検討調査事業 H27 H27 〇

〇

事業番号
1,2に関
連

※2

発注仕様書作成・発注者支援
事業

H30 (R4) ○ 発注仕様書作成

H27
（H26）

R3 〇

ごみ処理施設基本設計事業

豊橋市
田原市

H27 H27

アスベスト調査事業 R3 R3 〇

方法書～評価書

地質調査・用地測量事業 H29 H30 〇 調査

施策種別
事業
番号
※１

施策の
名称等

施策の概要
実施
主体

事業期間
交付金
必要の
要否

事業計画
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【参考資料様式１】

都道府県名： 愛知県

(1) 豊橋市、田原市

(2) 豊橋田原ごみ処理施設

(4)
施設規
模

処理能力

(5)
処理方
式

不燃ごみ・粗大ごみ　破砕・選別

(6)

(7) 有 無

計画期間内 千円

( 千円 )

＊　今後実施する発注仕様書作成・発注者支援事業の中で、整備する設備の仕様などを決定していく。

＊　工期は次期計画期間となる。

施設概要（マテリアルリサイクル施設系）

事業主体名

施設名称

(3) 工期 年度年度 ～令和令和 9 13

40 t/日

地域計画内の役割 豊橋市、田原市の広域ブロックのごみ処理

廃焼却施設解体工事
の有無

(8) 事業計画額
0

全体 5,411,000
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【参考資料様式１】

都道府県名： 愛知県

(1) 豊橋市

(2) 豊橋市南部環境センター　　ビンカンストックヤード

(5) 処理方式 一時貯留

(6)

(7) 有 無

(8) 資源ごみ　ビンカン

施設概要（マテリアルリサイクル施設系）

事業主体名

施設名称

廃焼却施設解体工事
の有無

300 ｍ２

豊橋市の収集運搬

平成 28(3) 工期

(4) 施設規模

地域計画内の役割

千円44,820事業計画額(9)

ストック対象物

年度
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【参考資料様式１】

都道府県名： 愛知県

(1) 田原市

(2) （仮称）田原市資源ごみ処理施設

(5)
処理方
式

資源・不燃ごみ　　破砕、圧縮、保管、選別、展示

(7) 有 無

＊　今後実施する基本設計の中で、整備する設備の規模及び仕様などを決定していく。

＊　工期は次期計画期間となる。

施設概要（マテリアルリサイクル施設系）

事業主体名

施設名称

(3) 工期 年度年度 ～令和令和 11 12

(4) 施設規模 未定

(6) 地域計画内の役割 田原市の資源・不燃ごみ処理

廃焼却施設解体工事
の有無

）

(8) 事業計画額

計画期間内 0 千円

全体 （ 900,000 千円
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【参考資料様式２】

都道府県名： 愛知県

(1) 豊橋市、田原市

(2) 豊橋田原ごみ処理施設

(4)
施設規
模

処理能力

(5) 今後の設備計画の検討の中で検討する

(6)

(7)

(8) 有 無

千円

( 千円 )

＊　今後実施する発注仕様書作成・発注者支援事業の中で、整備する設備の仕様などを決定していく。

＊　工期は次期計画期間となる。

施設概要（エネルギー回収施設系）

事業主体名

施設名称

(3) 工期 年度令和 4 年度 ～令和 9

420 t/日

形式及び処理方式

余熱利用の計画
１．発電の有無　　　 有（発電効率　　　　％）　　・　　無
２．熱回収の有無　　有（熱利用率　　　　％）　　・　　無

地域計画内の役割 豊橋市、田原市の広域ブロックのごみ処理

廃焼却施設解体工事
の有無

(9) 事業計画額
計画期間内 0

全体 38,380,000
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【参考資料様式６】

都道府県名： 愛知県

(1) 豊橋市

(2)

(3)

平成

(5)

交付金対象事業費 千円

うち

○事業計画額の内訳及び浄化槽の整備規模

　【浄化槽設置整備事業の場合】

（　 人分）

111 基（ 人分） 千円 千円 千円

130 基（ 人分） 千円 千円 千円

11 基（ 人分） 千円 千円 千円

2 基（ 人分） 千円 千円 千円

基（ 人分）

1 基（ 人分） 千円 千円 千円

基（ 人分）

千円 千円 千円

255 基（ 人分） 千円 千円 千円

15,000 23,205 15,000

11～20人槽

21～30人槽

31～50人槽

51人槽以上

浄化槽整備
効率化事業

施設概要（浄化槽系）

事業の実施目的及び内容
公共用水域への生活雑排水の流入を低減するため、合併処理浄化槽の
設置整備を図る。

27 年度

事業対象地域の要件 浄化槽設置整備事業実施要綱
　　第３　（１）　ア　（エ）　水質汚濁の著しい閉鎖性水域の流域

(6) 事業計画額 ・環境配慮・防災まちづくり浄化槽整備推進事業に係る事業費 千円

事業主体名

事業名称 浄化槽設置整備事業

年度 ～令和

754

(4) 事業期間

合　計
754

5人槽 311 40,812 47,028 40,812

3

126,220

111,220

区分
交付対象基数

364 62,100 71,070 62,100

基準額
対象経費
支出予定額

交付対象
事業費

8～10人槽 62 6,298 7,310 6,298

6～7人槽

11 1,878 1,280 1,280

6 2,127 730 730

128,215 150,623 126,220

台帳作成費

計画策定調査費
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【参考資料様式６】

都道府県名： 愛知県

(1) 田原市

(2) 浄化槽設置整備事業

(3)

平成

(5)

交付金対象事業費 千円

○事業計画額の内訳及び浄化槽の整備規模

【浄化槽設置整備事業の場合】

（　 人分）

28 基（ 人分） 千円 千円 千円

18 基（ 人分） 千円 千円 千円

8 基（ 人分） 千円 千円 千円

基（ 人分）

基（ 人分）

基（ 人分）

基（ 人分）

54 基（ 人分） 千円 千円 千円
合　計

346 21,132 20,856 20,856

11～20人槽

8～10人槽 80 4,384 4,287 4,287

6～7人槽 126 7,452 7,348 7,348

区分
交付対象基数

基準額
対象経費
支出予定額

交付対象事業費346

5人槽 140 9,296 9,221 9,221

事業対象地域の要件
浄化槽設置整備事業実施要綱第３（１）のア（キ）その他人口増加の著し
い等上記の地域と同等以上に雑排水対策を推進する必要があると認めら
れる地域

27 年度

(6) 事業計画額

20,856

(4) 事業期間

施設概要（浄化槽系）

事業主体名

事業名称

事業の実施目的及び内容
公共用水域への生活雑排水の流入を低減するため、合併処理浄化槽の
設置整備を図る。

年度 ～令和 3

21～30人槽

31～50人槽

51人槽以上

計画策定
調査費

台帳作成費

計画策定調査費
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【参考資料様式７】

都道府県名： 愛知県

(1) 事業主体名 豊橋市、田原市

(2) 事業目的 豊橋田原ごみ処理施設整備事業(事業番号1,2) 施設整備のため

(3) 事業名称

平成 年度 ～ ～

令和 年度

・ごみ処理施設基本設計 ・発注支援 ・環境影響評価

　（発注仕様書作成含む） （配慮書～評価書）

千円 千円

（全体 （全体

(3) 事業名称

～

・PFl導入可能性調査等 ・地質調査 ・アスベスト調査

・用地測量

千円 千円 千円

(5) 事業概要

(6) 事業計画額
29,132 2,860

(4) 事業期間
年度

令和 3 年度
平成 30 年度

運営体制検討調査事業 地質調査・用地測量事業 アスベスト調査事業

平成 27 年度
平成 29

(5) 事業概要

(6) 事業計画額

129,285 千円

76,520 千円） 130,285 千円）

59,998

ごみ処理施設基本設計事
業

発注仕様書作成・
発注者支援事業

環境影響評価事業

(4) 事業期間 平成 27 年度

30 平成

（全体：H30～R4年度） （全体：H26～R3年度）

27 年度

3 令和 3 年度

計画支援概要

7,452

3,294
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【参考資料様式７】

都道府県名： 愛知県

(1) 事業主体名 田原市

(2) 事業目的 （仮称）田原市資源ごみ処理施設整備事業（事業番号4） 施設整備のため

令和 7 年度 令和 8 年度 令和 8 年度

0 0 0

( ) 全体 ( ) 全体 ( )15,000 千円

計画期間内 千円 計画期間内 千円 計画期間内 千円(6) 事業計画額

千円

全体 8,000 千円 2,500 千円

(4) 事業期間

(5) 事業概要
・資源ごみ処理施設基本計画 ・資源ごみ処理施設測量 ・焼却施設解体調査・基本設計

・資源ごみ処理施設地質調査

計画支援概要

(3) 事業名称 基本計画事業 測量・地質調査事業
焼却施設解体

調査・基本設計　事業
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別添資料１ 対象地域図及び地域内の施設の現状と予定 

① 豊橋市資源化センター ⑤ 田原リサイクルセンター（炭生館） 

（焼却処理施設、再利用施設、 ⑥ 田原市東部資源化センター 

剪定枝リサイクル施設、し尿処理施設） 田原市第二東部最終処分場 

② 豊橋市資源リサイクルセンター ⑦ 田原市赤羽根環境センター 

③ 豊橋市プラスチックリサイクルセンター 田原市赤羽根環境センター最終処分場

④ 豊橋市廃棄物最終処分場 ⑧ 田原市渥美資源化センター 

⑪ 豊橋市南部環境センター ⑨ 田原市渥美最終処分場 

⑫ 豊橋市西部環境センター ⑩ 田原市衛生センター 

⑬ 豊橋市バイオマス利活用センター 

②① 
③ 

④ 

⑤ 

⑦ 
⑧ 

⑩ 

⑨ 

⑥ 

豊橋市 

田原市 

愛知県全図 

⑪

⑬

⑫
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別添資料１ 対象地域図及び地域内の施設の現状と予定(浄化槽区域図) 

（豊橋市）

：浄化槽補助対象地域

：地域下水道処理区域

：下水道認可区域
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別添資料１ 対象地域図及び地域内の施設の現状と予定(浄化槽区域図) 

（田原市）
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別添資料２ 指標と人口等との要因に関するトレンドグラフ（ごみ） 
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別添資料２ 指標と人口等との要因に関するトレンドグラフ（ごみ） 
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別添資料４ 分別区分説明資料 

（豊橋市 ～平成 28 年度） 

分別区分 種類 

もやすごみ 生ごみ、木くず、資源にならない紙くず類、皮革製品類等 

うめるごみ 陶磁器類、再生できないガラス類、レンガ、ブロック類等 

こわすごみ 電気・ガス・石油器具類、金属類、その他日用品類等 

プラスチック（資源） 包装ビニール、食品容器、洗剤容器、ラップ類等 

大きなごみ 電子レンジ、布団、自転車、家具類、家電 4 品目等 

危険ごみ 
スプレー缶、ガスライター、針、かみそり、蛍光管、有水銀の乾電池・体温
計等 

資

源

ペットボトル 飲料用・しょうゆ用・酒類用・調味料用のペットボトル等 

びん・カン びん、カン 

古紙 新聞・チラシ、雑誌・雑がみ、ダンボール、牛乳パック等 

布類 天然繊維類、化学繊維類 

（豊橋市 平成 29年度～） 

分別区分 種類 

もやすごみ 

資源にならない紙くず（ティッシュ、おむつ、汚れた紙類など）、汚れた

プラスチック容器包装類、汚れた布類、革製品、30 ㎝以内の日用品

類（金属製品以外）、木の板、木の枝 等 

生ごみ 
野菜、総菜、果物、穀類、調理くず、食べ残し、菓子類、肉類、魚介類 

等 

びん・カン 
びん：飲料・食品用のガラス製のびん、化粧品のびん 

カン：飲料・食品用のアルミ缶、スチール缶 

プラマークごみ 

ボトル類、トレイ・パック類、袋類、カップ類、ペットボトルのキャップ・ラベ

ルなどの内、汚れていないものまたは、水ですすいで汚れが取り除ける

もの 

ペットボトル 飲料用、調味料用のペットボトル 

危険ごみ 蛍光管、有水銀類、スプレー缶、針類、刃物類 等 

こわすごみ 60㎝未満の小型家電類、その他 120 ㎝未満の日用品類 

布類 衣類、ハンカチ、タオル、カーテン、シーツ等の内、汚れていないもの 

うめるごみ 割れたびん、陶磁器類、ガラス製品、ブロック、レンガ類 等 

古紙 新聞・チラシ、ダンボール、雑誌、牛乳パック等、雑がみ 

大きなごみ 

指定品目（電子レンジ、カーペット、布団、ベッド、自転車 等） 

指定品目以外（1 辺が 60 ㎝以上の電気・ガス・石油器具類、高さ 90

㎝以上または幅120㎝以上の家具類、1辺が 120㎝を超えるその他

のもの） 

持込剪定枝 枝木等 

＊家電 4品目は市でも戸別有料収集している（収集料金のほかにリサイクル料金が必要） 

＊上記分別区分のほか、平成 21 年度より廃食用油の試験回収を行っている 
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（田原市 ～平成 30 年 1月） 

分別区分 種類 

もやせるごみ 生ごみ、紙くず等 

もやせないごみ カセットテープ、電球等 

割れガラス陶器類 割れガラス、陶器等 

資
源
ご
み

有害ごみ 乾電池、蛍光灯等 

紙類 新聞、雑誌、ダンボール、牛乳パック等 

布類 衣類、タオル等 

空缶 飲食物・油等の空缶（アルミ缶、スチール缶） 

小物金属 フライパン、やかん等（鉄類、非鉄類） 

ガラスびん類 飲食・調理用ガラスびん（透明、茶色、その他びん） 

ペットボトル 
飲料用・酒類用・しょうゆ用・食酢及び調味酢用、みりん風調味料用等の
ペットボトル 

プラスチック容器類 プラスチック製の容器、パック、カップ等 

白色トレイ 白色トレイ 

（田原市 平成 30年 2月～） 

分別区分 種類 

もやせるごみ 生ごみ、資源にならない紙くず類、皮革製品など金属以外のもの（長辺が

30cm 以下のもの） 

こわすごみ プラスチック製品、カセットテープ、長靴など（長辺が30㎝を超え45ℓの有

料化指定ごみ袋に収まるもの） 

埋めるごみ 割れガラス、陶器、ライターなど 

資
源
ご
み

紙類 新聞、雑誌（チラシ、紙箱、封筒、ハガキなどの雑がみを含む。）、ダンボ

ール、紙パックなど 

布類 衣類（綿入りのものを除く。）、タオルなど 

空缶 飲食物・油等の空き缶（アルミ缶及びスチール缶） 

小物金属 フライパン、やかんなど 

電化製品類 廃家電、時計、電池式おもちゃなど 

発泡スチロール 発泡スチロール 

有害ごみ 乾電池、蛍光灯、電球など 

ガラスびん 飲食、調理用ガラスびん（透明、茶色、その他色びん） 

ペットボトル 飲料用、酒類用、しょうゆ用、食酢・調味酢用、みりん風調味料用など 

プラスチック容器類 プラスチック製の容器及び包装袋、パック、カップなど 

白色トレイ トレイ 

＊粗大ごみ、剪定枝は直接搬入にて受け付けている 

＊上記分別区分のほか、平成 23年7月から廃食用油の拠点回収及び平成26年 12月から個人情報保護対策に配慮が必要な

使用済み小型家電のボックス回収を行っている 
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別添資料５ 現有処理施設の概要 

（豊橋市） 1/2

焼却処理施設

施 設 名 ①豊橋市資源化センター（焼却処理施設） 

処理する廃棄物 もやすごみ、可燃残渣 

処 理 方 式 全連続ｷﾙﾝ式ｶﾞｽ化溶融炉 全連続ｽﾄｰｶ式焼却炉 

処 理 能 力 400ｔ/日（200ｔ/日×2炉） 150ｔ/日（150ｔ/日×1炉） 

所 在 地 愛知県豊橋市豊栄町字西 530 番地 

竣 工 年 月 平成 14 年 3月 平成 3年 2月 

稼 働 開 始 年 月 平成 14 年 4月 平成 3年 3月 

補 助 の 有 無 有 有 

資源化施設 

施 設 名 ①豊橋市資源化センター（再利用施設） 

処理する廃棄物 大きなごみ、こわすごみ 

処 理 方 式 破砕（回転破砕、切断式破砕、切断、一軸破砕） 

処 理 能 力 70ｔ/日（5ｈ） 

所 在 地 愛知県豊橋市豊栄町字西 530 番地 

竣 工 年 月 平成 14 年 3月 

稼 働 開 始 年 月 平成 14 年 4月 

補 助 の 有 無 有 

施 設 名 ①豊橋市資源化センター（剪定枝リサイクル施設） 

処理する廃棄物 剪定枝 

処 理 方 式 チップ化 

処 理 能 力 10t/日（5h） 

所 在 地 愛知県豊橋市豊栄町字西 530 番地 

竣 工 年 月 平成 24 年 3月 

稼 働 開 始 年 月 平成 24 年 4月 

補 助 の 有 無 有 

施 設 名 ②豊橋市資源リサイクルセンター 

処理する廃棄物 びん・カン ペットボトル 

処 理 方 式 選別 圧縮減容 

処 理 能 力 45ｔ/日（6ｈ） 4.2ｔ/日（6ｈ） 

所 在 地 豊橋市東七根町字宝地道 31番地ほか 

竣 工 年 月 平成 2年 3月 平成 10 年 6月 

稼 働 開 始 年 月 平成 2年 4月 平成 10 年 7月 

補 助 の 有 無 無 

施 設 名 ③豊橋市プラスチックリサイクルセンター 

処理する廃棄物 プラスチック（資源）、ペットボトル 

処 理 方 式 選別、圧縮梱包 

処 理 能 力 29ｔ/日（5h） 

所 在 地 豊橋市東七根町字宝地道 40番地 1 

竣 工 年 月 平成 17 年 3月 

稼 働 開 始 年 月 平成 17 年 4月 

補 助 の 有 無 有 

し尿処理施設

施 設 名 ①豊橋市資源化センター（し尿処理施設） 

処理する廃棄物 し尿、浄化槽汚泥、その他 

処 理 方 式 標準脱窒素処理方式 

処 理 能 力 243kl/日（し尿 148 kl/日：浄化槽汚泥 40 kl/日：その他 55 kl/日） 

所 在 地 愛知県豊橋市豊栄町字西 530 番地 

竣 工 年 月 昭和 55 年 10 月 

稼 働 開 始 年 月 昭和 55 年 11 月 

補 助 の 有 無 有 
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別添資料５ 現有処理施設の概要 

（豊橋市） 2/2

最終処分場 

施 設 名 ④豊橋市廃棄物最終処分場 

処理する廃棄物 焼却残渣、うめるごみ等 

埋 立 工 法 セル、準好気性 

埋 立 容 量 1,588,000㎥ 262,000㎥
所 在 地 豊橋市高塚町字東大縄手 441 番地ほか 

竣 工 年 月 平成 4年 10月 平成 23 年 3月 

稼 働 開始年月 平成 4年 11月 平成 23 年 4月 

補 助 の 有 無 無 有 

分別収集 
回収拠点 

施 設 名 ⑪豊橋市南部環境センター 

所 在 地 愛知県豊橋市東七根町字宝地道 24 番地 

敷 地 面 積 5,412ｍ2

竣 工 年 月 昭和 62 年 3月 

稼 働 開始年月 昭和 62 年 4月 

補 助 の 有 無 無 

施 設 名 ⑪豊橋市南部環境センター（ストックヤード） 

所 在 地 愛知県豊橋市東七根町字宝地道 24 番地 

処 理 能 力 300ｍ2

竣 工 年 月 平成 29 年 3月 

稼 働 開始年月 平成 29 年 4月 

補 助 の 有 無 有 

施 設 名 ⑫豊橋市西部環境センター（選別） 

所 在 地 豊橋市神野新田町字京ノ割 46 番地１ 

処 理 能 力 2193.89ｍ2

竣 工 年 月 平成 23 年 9月 

稼 働 開始年月 平成 23 年 10 月 

補 助 の 有 無 有 

有機性廃棄物
リサイクル 
推進施設 

施 設 名 ⑬豊橋市バイオマス利活用センター 

処理する廃棄物 生ごみ、下水汚泥、し尿、浄化槽汚泥 

処 理 方 式 メタン発酵 湿式中温発酵方式 

処 理 能 力
生ごみ 6ｔ/時、下水汚泥 30ｍ３/時、 
し尿・浄化槽汚泥 9ｍ３/時、炭化 6ｔ/日 

所 在 地 愛知県豊橋市神野新田町字中島 75 番地 2 

竣 工 年 月 平成 29 年 9月 

稼 働 開始年月 平成 29 年 10 月 

補 助 の 有 無 有（国土交通省） 

施 設 の 概 要 PFl 事業（㈱豊橋バイオウィルが運営） 

※ 施設名に示す①～⑬は、〔別添資料 1〕に示す番号と一致している。 
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（田原市） 1/2

焼却処理施設

施 設 名 ⑤田原リサイクルセンター炭生館 

処理する廃棄物 もやせるごみ、可燃性粗大ごみ 

処 理 方 式 流動床式炭化炉方式 

処 理 能 力 60ｔ/日（30ｔ/日×2系） 

所 在 地 田原市緑が浜二号 2番地 91 

竣 工 年 月 平成 17 年 3月 

稼 働 開始年月 平成 17 年 4月 

補 助 の 有 無 有 

施 設 の 概 要 PFl 事業（令和 2年３月までグリーンサイトジャパン㈱が運営） 

資源化施設 

施 設 名 ⑥田原市東部資源化センター 

処理する廃棄物 資源ごみ、粗大ごみ 

処 理 方 式 破砕、圧縮 保管 

処 理 能 力 15ｔ/5ｈ 162 ㎡ 

所 在 地 田原市相川町鴫森 87 番地 

竣 工 年 月 平成 6年 3月 

稼 働 開始年月 平成 6年 4月 

補 助 の 有 無 有 

施 設 名 ⑦田原市赤羽根環境センター 

処理する廃棄物 資源ごみ、粗大ごみ 

処 理 方 式 保管 

処 理 能 力 156ｍ2

所 在 地 田原市赤羽根町西山 1番地 68 

竣 工 年 月 平成 6年 10月 

稼 働 開始年月 平成 6年 10月 

補 助 の 有 無 有 

施 設 名 ⑧田原市渥美資源化センター 

処理する廃棄物 資源ごみ、粗大ごみ 

処 理 方 式 保管 

処 理 能 力 346 ㎡ 

所 在 地 田原市福江町清荒子 1番地 

竣 工 年 月 平成 19 年 3月 

稼 働 開始年月 平成 19 年 4月 

補 助 の 有 無 有 

※ 施設名に示す①～⑬は、〔別添資料 1〕に示す番号と一致している。

別添資料５ 現有処理施設の概要 
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別添資料５ 現有処理施設の概要 

（田原市） 2/2

し尿処理施設 

施 設 名 ⑩田原市衛生センター 

処理する廃棄物 し尿、浄化槽汚泥 

処 理 方 式 嫌気性消化、好気性消化、活性汚泥処理方式 

処 理 能 力 100kl/日（し尿 80kl/日：浄化槽汚泥 20kl/日） 

所 在 地 田原市高松町尾村崎 549 番地 

竣 工 年 月 昭和 41 年 3月 

稼 働 開始年月 昭和 41 年 4月 

補 助 の 有 無 有 

最終処分場 

施 設 名 ⑥田原市第二東部最終処分場 

処理する廃棄物 焼却残渣、不燃残渣 

埋 立 工 法 サンドイッチ 

埋 立 容 量 40,600㎥
所 在 地 田原市相川町鴫森 87-14 

竣 工 年 月 平成 19 年 3月 

稼 働 開始年月 平成 19 年 4月 

補 助 の 有 無 有 

施 設 名 ⑦田原市赤羽根環境センター最終処分場 

処理する廃棄物 焼却残渣、不燃残渣 

埋 立 工 法 サンドイッチ、準好気性 

埋 立 容 量 12,200㎥
所 在 地 田原市赤羽根町西山 1番地 68 

竣 工 年 月 平成 6年 10月 

稼 働 開始年月 平成 6年 10月 

補 助 の 有 無 有 

施 設 名 ⑨田原市渥美最終処分場 

処理する廃棄物 不燃残渣 

埋 立 工 法 サンドイッチ、セル 

埋 立 容 量 150,500㎥
所 在 地 田原市和地町南大阪 2番地 

竣 工 年 月 平成 7年 3月 

稼 働 開始年月 平成 7年 7月 

補 助 の 有 無 有 

※ 施設名に示す①～⑬は、〔別添資料 1〕に示す番号と一致している。 
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（豊橋市）

別添資料６ 廃棄物処理施設が所在する地域のハザードマップ 
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（田原市）

別添資料６ 廃棄物処理施設が所在する地域のハザードマップ 
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（田原市）

別添資料６ 廃棄物処理施設が所在する地域のハザードマップ 


